
• 副社長の二階堂です。

• 本日はお忙しいところ弊社決算説明会にお越しいただきましてありが
とうございます。説明会の開催にあたり簡単にご挨拶申し上げます。

• 今年度上期は、地震や豪雨、台風など、様々な災害が西日本地域で相
次ぎ、私どもも少なからず影響を受けました。

• この間、国や関係自治体など、多くの方々から様々なご支援をいただ
き、概ね復旧を遂げたところです。

• 後程ご説明させていただきますが、災害の影響は出たものの、影響は
上期でほぼ収束したと考えております。また、現在取り組んでおりま
す中期経営計画全体における影響も些少であるという理解をしており
ます。その基本的な認識について、これから申し上げる説明でご確認
いただければと考えております。

• それでは、まず財務部長の藤原より決算の内容についてご説明させて
いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。





• 財務部長の藤原です。

• まず私から10月29日に発表しました2019年3月期第2四半期決算と通期
見通しについてご説明します。



• 最初に3ページをご覧ください。

• 上期の決算及び通期見通しの概要をお示ししております。

• まず、上期決算についてご説明します。

• 対前年では、連結が増収・営業増益、単体が減収・営業増益で、災
害による特別損失を計上した結果、連結・単体ともに最終減益でご
ざいました。

• 対計画では、相次ぐ自然災害の影響により、運輸収入が期首想定よ
り70億円の減となりました。一方、非鉄道事業は、全体として概ね
計画通り進捗しております。

• 通期業績予想は、下期の計画は据え置き、上期の単体の下振れ分を
反映させ、連結・単体ともに下方修正しております。



• 単体決算の対前年増減等の概要は、4ページをご覧ください。

• 営業費用は、災害影響による業務費の増はあったものの、修繕費や
減価償却費の減により、51億円減となりました。

• 営業利益は、この営業費用の大幅な減により、42億円増の949億円と
なりました。

• 純利益は、災害に伴う引当金等の特別損失を計上した結果、99億円
減の459億円となりました。



• 運輸収入の対前年増減等の主な要因は、5ページをご覧ください。

• 新幹線は、基礎が堅調に推移していることに加え、インバウンドや多
客期のご利用増に向けた施策効果により、災害影響を飲み込んで、45
億円増となりました。内訳は、山陽新幹線が39億円増の2,056億円、北
陸新幹線が5億円増の215億円です。なお、基礎トレンドは、101.9％と
みております。

• 近畿圏は、線区価値向上に向けた新駅開業効果や、インバウンドや多
客期のご利用増に向けた施策効果はあったものの、災害影響に加え、
猛暑による出控え等もあったとみており、34億円減となりました。

• その他在来線につきましても、災害影響により、30億円減となりまし
た。

• なお、特殊要因の「台風21号・その他」は、台風21号の影響による減
や豪雨災害の復興特需などのプラス要素等の複数の要素の総計です。





• 単体の営業費用の対前年増減等の主な要因は、7ページをご覧くださ
い。

• 概要でお伝えした通り、合計で51億円の減となりました。

• 豪雨災害の影響により、バス代行輸送による業務費の増、復旧工事を
優先し、計画していた修繕工事や設備投資関連の撤去工事の工程調整
を行ったことによる修繕費の減が発生しました。

• 自然災害の発生状況につきまして、35ページをご覧ください。

• 上期は、地震、豪雨、台風21号、台風24号などの自然災害の影響を大
きく受けました。

• 特に、平成30年7月豪雨では、14線区、主に279か所と、広範なエリア
に跨り、写真でお示ししているような土砂流入や斜面崩壊、橋梁の流
出等の大規模な被害が発生しました。

• 豪雨災害の復旧に要する費用につきましては、7ページの欄外に記載
のとおり、215億円を特別損失として引当計上しております。



• 連結決算の対前年増減等の概要は、8ページをご覧ください。

• 営業収益は、運輸業以外の各セグメントが増収となったことで、98
億円増の7,369億円となりました。

• 営業費用は、単体は減となった一方、ヴィアインやヴィスキオ等の
ホテルの相次ぐ開業に伴う初期費用や商業施設のリニューアル経費
の発生により、対前年78億円増の6,236億円となりました。

• この結果、営業利益は、対前年20億円増の1,133億円となりました。



• セグメント別の対前年実績等は、9ページ、10ページをご覧ください。

• 流通業は、災害影響や百貨店のリニューアルによる減収はあったもの
の、物販飲食業でのセブンイレブン提携店舗の好調等により、営業収
益は、20億円増の1,196億円となりました。営業利益は、ヴィアイン開
業費の発生等により、3億円減の29億円となりました。

• 不動産業は、賃貸販売事業での昨年度の大型物件販売の反動減があっ
たものの、ＳＣ業でのルクア1100改装効果等により、営業収益は5億円
増の692億円となりました。営業利益は、大型物件販売の反動減等によ
り、15億円減の182億円となりました。

• その他事業は、災害影響や三ノ宮ターミナルビルの閉館影響のあった
ホテル業や、旅行業が軟調により減収となったものの、工事業での受
注増により、営業収益は86億円増の768億円となりました。

• 営業利益は、ヴィスキオ大阪開業経費や三ノ宮ターミナルビルの閉館
影響により、2億円減の29億円となりました。









• 単体業績予想は、13ページをご覧ください。

• 営業収益は、上期の下振れ分を下方修正した一方、下期は据え置きと
し、対前回90億円減の9,790億円としております。

• 営業費用は、設備投資関連の工事を次年度以降に工程調整したことに
よる修繕費等の減により、対前回90億円減の8,340億円となる見通しで
す。

• 以上の結果、営業利益は前回と同じく1,450億円としております。

• 純利益は、上期に計上した特別損失を反映させるなどし、対前回155億
円減の740億円としております。



• 運輸収入の見通しは14ページ、営業費用の見通しは15ページをご参
照下さい。





• 連結業績予想は、16ページをご覧ください。

• 営業収益は、対前回90億円減の1兆5,165億円、営業利益は前回と同じく
1,875億円、当期純利益は対前回155億円減の955億円としております。

• 単体の上期の下振れ分の修正を反映したものであり、非鉄道事業につき
ましては、全体としての計画に修正はありません。



• 最後、セグメント別業績予想は、17ページ、18ページをご覧ください
。

• 運輸業は、単体の修正を反映し、営業収益を対前回90億円減としてお
ります。

• 流通業、不動産業は、概ね計画通りに進捗しており、前回から修正を
行っておりません。

• その他事業の営業収益は、全体としては前回から修正を行っており
ませんが、国内旅行が軟調に推移している旅行業を対前回20億円減、
一方で外部工事の増を計画している工事業を対前回20億円増としてお
ります。

• なお、営業利益は、修正はありません。

• 私からの説明は以上です。







• 改めまして二階堂です。

• 私からは、中計で掲げました各事業の取り組み状況についてご説明さ
せていただきます。



• まず21ページをご覧ください。

• こちらでは、中計でグループ共通戦略として掲げましたインバウンド
需要の獲得についてお示ししております。

• 西日本全域にわたる鉄道ネットワークを持つ当社の強みを活かし、広
域観光ルートの開発・整備を行うとともに、受入体制を充実させ、グ
ループ一体となって需要を取り込むこととしております。

• 今期につきましては、山陽、北陸新幹線に無料wifiを順次導入してお
り、またホテル事業の拡大、商業施設のリニューアルなど、グループ
一体となった需要の取込みも着実に進めております。ホテル、百貨店
の取組みにつきましては後程ご説明します。



• 次に22ページをご覧ください。

• 数値目標としましては、中計最終年度におきまして、運輸収入456億
円、連結営業収益650億円を目指しており、今期は運輸収入317億円、
連結営業収益470億円を計画しております。

• そのような中、上期は連結営業収益が230億円で対前年108％でござい
ました。

• 今期目標の109%をやや下回りましたが、9月の台風21号に伴う関空閉
鎖による直接的な影響であり、6月の大阪北部地震や平成30年7月豪雨
の影響は軽微と考えております。

• 関空正常化に伴い、鉄道・非鉄道ともにご利用は回復基調であり、今
後、国、自治体と連携した需要喚起に取り組んでまいります。

• 下期におきましても、グループ一体となりインバウンド需要獲得に努
めます。



• 次に、最大の成長ドライバーである新幹線について23ページをご覧く
ださい。

• 中計では、安全性を新幹線の最大の強みとして競争力向上につなげる
とともに、輸送サービスのブラッシュアップによる対航空機シェアの
向上、広域観光ルートの整備やキャンペーンによる観光需要の喚起を
図ることを掲げております。

• 安全性向上につきましては、ハード、ソフト両面で着実に取り組んで
おります。具体的には、逸脱防止ガードの整備や新車投入等を順次進
めており、台車の異常を検知する装置の導入も進めてまいります。ま
た、ソフト面では異常時の適切な対応に向けた対策を策定し、着実に
実施しております。

• ビジネス需要喚起につきましては、航空機競合時間帯に的を絞った出
張応援キャンペーンを継続的に実施することでフリークエントユーザ
ーに訴求しております。また、11月からは法人向けネット予約サービ
スも開始する予定です。

• 観光需要喚起につきましては、せとうちパレットプロジェクトの取り
組みを引き続き推進するとともに、「Japanese Beauty Hokurikuキャ
ンペーン」において、商品バリエーションを拡大するなど、更なる旅
行需要の獲得に努めます。



• 次に24ページをご覧ください。

• 上期のご利用状況につきましては、山陽新幹線は、災害の影響で一時
的にご利用が前年を下回りましたが、基礎の底堅さは継続しており、
施策効果も着実に出ているとみております。

• 北陸新幹線につきましては、北陸の経済情勢も堅調であったことに加
え、競合を意識した価格競争力のある商品造成やポイント還元キャン
ペーン等が奏功し、ご利用は堅調に推移しております。

• 引き続き安全性向上を始めとし、競争力強化や観光需要喚起など中計
で掲げた施策を確実に推進してまいります。



• 次に25ページをご覧ください。

• 近畿圏につきましては、新線、新駅開業を始めとした鉄道ネットワー
クの拡充、輸送サービスの向上や沿線開発などグループ一体となった
取り組みにより線区価値を向上させ、定住人口の拡大を図ることを目
標として掲げております。

• 2018年3月には新駅が2駅開業し、また来春には、おおさか東線北区間
の開業や梅小路京都西駅の開業を控えております。

• 加えて、輸送サービス向上策としては、この10月よりICOCAポイント
サービスとPiTaPaポストペイサービスをスタートさせており、ICカー
ドへのシフトとシームレスな移動の実現を図ってまいります。

• 一方、西日本各エリアは、観光を中心とした地域の活性化、中核都市
を中心としたまちづくり、持続可能な鉄道・輸送サービスを目指した
地域との対話、設備のシンプル化といった生産性向上など、地域特性
に応じた事業展開を目指しております。

• せとうちパレットプロジェクトの取り組みを引き続き推進するととも
に、「がんばろう！西日本キャンペーン」など復興キャンペーンにも
鋭意取り組んでまいります。



• 次に26ページをご覧ください。

• 近畿圏のご利用につきましては、1Qのご利用はほぼ前年並みに推移致
しましたが、相次ぐ災害影響や猛暑による出控え等により2Qは前年を
下回るご利用状況でございました。

• 一方、先ほど申し上げました線区価値向上に向けた新駅設置等の取組
みは着実に成果をあげているとみており、下期におきましても更なる
線区価値の向上を実現してまいります。



• 27ページは流通業についてお示ししております。

• 中計では、百貨店や駅ナカ店舗のリニューアルによる資産効率の向上
と、セブンイレブン提携店舗の駅周辺への出店や宿泊特化型ホテルの
新規出店などによる事業規模の拡大を戦略として掲げております。

• SEJ提携店舗は9月末で377店舗、売上も転換前との比較で約4割増と好
調を維持しております。また、転換後1年以上経過した店舗につきま
しても、スタッフの技能向上を含めた店舗運営力が強化され、好調に
推移しております。

• 流通業に含まれております宿泊特化型ホテル「ヴィアイン」につきま
しては、上期の稼働率が91.8%と引き続き高い水準を維持しておりま
す。

• 百貨店につきましては、京都店の地下1階食品フロアを増床リモデル
し本年12月にオープンさせる予定です。来期以降、2階から5階のファ
ッションフロアの大規模なリモデルにも着手してまいります。



• 28ページでは不動産業についてお示ししております。

• 不動産賃貸販売業においては、西日本エリアの地域価値・線区価値の
最大化を実現すべくエリア内外に積極的に展開し、SCにおいては立地
特性を踏まえた開発・リニューアルを行うことで資産効率の向上を目
指しております。

• 今年10月には吹田グリーンプレイス第2期が開業し、11月には大型の
賃貸物件であるビエラ岸辺健都の開業も控えております。主な賃貸販
売物件につきましては、Appendixにも掲載しておりますので併せてご
覧ください。

• SCのリニューアルにつきましては次のページをご覧ください。



• 29ページでは、昨年度、今年度でリニューアル、新規開業しましたル
クア大阪とekieについてお示ししております。

• SCにつきましては、立地特性をふまえ、徹底的なマーケティングによ
り、上質なライフスタイルを提案できる施設を目指し、開発、リニュ
ーアルを行っております。

• ルクア大阪につきましては、地下1階、2階を大きく改装しました。地
下2階については、「路地裏で人気の繁盛店」をメインに様々なジャ
ンルの名店を集積させた「バルチカ」、マルシェとレストランが融合
した新しい「食」のエリア「LUCUA FOOD HALL」をオープンさせまし
た。

• 駅直結の立地を生かして閉店時間を遅くするなどの工夫も凝らし、ル
クア大阪好調の原動力となっております。

• ekieにつきましては、「広島の新しい目抜き通り」を開発コンセプト
に、グループを挙げて合計10,000㎡を超える商業施設を順次開業させ
ております。

• 第4期の開業に向け、立地特性を生かした開発により瀬戸内エリアの
拠点「広島」の魅力向上に努めてまいります。

• 中計でお示ししましたとおり、非鉄道事業の更なる成長に向け、ノウ
ハウに磨きをかけてまいります。



• 30ページではホテル事業についてお示ししております。

• 中計では、多様なニーズを取り込むため、宿泊特化型を中心に複数の
ラインナップを展開し、事業規模拡大を目指しております。

• 上期は、ヴィスキオ大阪やヴィアイン3店舗を開業し、概ね計画通り
に推移しております。

• この開業により、9月末時点で、グループホテル合計で8,355室となり
ました。来期もヴィスキオ1店舗、ヴィアイン4店舗、新ブランドであ
るポテル1店舗の新規開業を予定しております。

• 特に、来春には京都駅前にヴィスキオとヴィアインの2棟が並んで開
業し、グランヴィア京都と併せて3つの異なるブランドで多様な宿泊
ニーズを取り込んでまいります。

• 中計でお示ししましたグループ合計11,000室に向けて着実に前進して
まいります。





• 次に、設備投資について32ページをご覧ください。

• 豪雨からの復旧を優先したことから、維持更新投資80億円を次年度以
降に工程調整することになりました。その結果、今期の設備投資額は
2,720億円となる見込みです。

• ただし、これはあくまで工程調整に伴うものであり、中計でお示しし
ている設備投資総額1兆2,700億円の計画に変更はございません。



• 33ページでは、株主還元についてお示ししております。

• 冒頭で申し上げました通り、今期は自然災害により、業績予想を下方
修正することとなりましたが、災害影響は一時的なものと考えていま
す。よって、今年の4月に発表いたしました中期経営計画の方向性、
KPIは不変でございます。

• その考えに基づき、2018年度の配当予想につきましては、期首にご案
内のとおり年175円を予定しております。

• 最後になりましたが、今期は自然災害の影響はございましたが、まだ
中計の初年度でもあり、掲げた施策を着実に実行し、中長期的な成長
を実現する所存でございます。

• 私からの説明は以上です。


















